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自
然
や
文
化
に
関
す
る
施
策
は
、
全
体
と
し
て
、
現
在
の
定
着
度
は
高
く
、
将
来
の

優
先
度
も
高
い
も
の
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
と
、
現
在
の
定
着
度
は
低
く
、
将
来
の
優
先
度
も

低
い
も
の
（
タ
イ
プ
Ⅲ
）
で
二
分
化
し
て
い
ま
す
。
一
番
定
着
度
が
高
い
施
策
は
、「
農

村
の
風
景
や
町
並
み
の
景
観
保
全
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
優
先
度
が
高
い
施
策
は
、「
高

い
環
境
保
全
意
識
、
住
民
に
よ
る
自
然
環
境
を
ま
も
る
活
動
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
安
心
さ
や
快
適
さ
に
関
す
る
施
策
の
多
く
は
、
現
在
の
定
着
度
は
高
く
、
将
来
の
優

先
度
も
高
い
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
番
定
着
度
が
高
い
施
策
は
、「
交

通
安
全
・
防
犯
対
策
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
優
先
度
が
高
い
施
策
は
、「
公
園
や
上
下

水
道
が
整
備
さ
れ
た
心
地
よ
い
生
活
環
境
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
や
学
び
、
地
方
自
治
に
関
す
る
施
策
は
、
現
在
の
定
着
度
、
将
来
の
優
先
度
と

も
に
、高
い
施
策
と
低
い
施
策
が
混
在
し
て
い
ま
す
。一
番
定
着
度
が
高
い
施
策
は
、「
図

書
館
の
活
用
」
で
、
優
先
度
が
一
番
高
い
施
策
は
、「
先
人
が
残
し
た
歴
史
や
文
化
の

再
発
見
と
そ
の
情
報
の
発
信
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〜
ご
協
力
い
た
だ
き

　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

　
　今
年
度
は
第
5
次
総
合
計
画
の
9
年
目
と
な
り
、
次
期
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た

め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
現
在
の
生
活
環
境
や
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い

て
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
「
住
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　6
月
号
か
ら
住
民
意
識
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　今
月
号
で
も
、
第
5
次
日
野
町
総
合
計
画
の
各
策
定
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
第
5
次
日
野
町
総
合
計
画
に
掲
げ
る
52
の
施
策
に
つ
い
て
、
7
つ
の
分
野
に
分
け
、

現
在
の
施
策
の
「
定
着
度
」
と
、
将
来
の
施
策
の
「
優
先
度
」
と
い
う
観
点
か
ら
分
析

を
行
い
ま
し
た
。

　
前
回
は
、
7
つ
の
分
野
の
う
ち
4
つ
を
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
、
残
り
の
3

つ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
施
策
は
、
現
在
の
定
着
度
と
将
来
の
優
先
度
に
応
じ
て
、
タ
イ
プ
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
4
つ

に
分
類
し
て
い
ま
す
。
定
着
度
と
優
先
度
の
高
い
、
低
い
は
、
全
施
策
の
平
均
と
比
較

し
た
も
の
で
す
。①
〜
③
の
各
分
野
と
4
つ
の
タ
イ
プ
の
関
係
を
見
る
と
、
次
の
よ
う

な
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

タ
イ
プ
Ⅰ 

：
定
着
度
は
高
く
　
優
先
度
も
高
い

タ
イ
プ
Ⅱ 

：
定
着
度
は
高
く
　
優
先
度
は
低
い

タ
イ
プ
Ⅲ 

：
定
着
度
は
低
く
　
優
先
度
も
低
い

タ
イ
プ
Ⅳ 

：
定
着
度
は
低
く
　
優
先
度
は
高
い

② 

安
心
や
快
適
さ
に
関
す
る
こ
と

③ 

文
化
や
学
び
、
住
民
自
治
に
関
す
る
こ
と

① 

自
然
や
文
化
に
関
す
る
こ
と

◆
問
い
合
わ
せ
先
　企
画
振
興
課
　企
画
人
権
担
当
　☎
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住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
し
て
い
き
ま
す
。
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